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ご挨拶

今年であの阪神淡路大震災から10年の月日が過ぎ去りました。

いま、阪神淡路大展災の記憶が多くの人々の心の中から風化しようとして

います。私達は「当時の悲惨な経験とそこから立ち上がって街を再生させた

生きる力を忘れない」ために「大阪防災Sウオーク」を開催して参りました。

Sウオークの「S」は

サバイバル（生き残る）、

セーフティー（安全）、

サポート（助け合う）

の頭文字です。

「大阪防災Sウオーク」は何時、起きるかもしれない

直下型大震災で交通機関が全てストップした場合を想定して、「帰宅困難

者」が大阪市内にある職場や学校から自宅まで歩いて帰る市民主催の防

災訓練です。

これからも「自分の身は自分で守る」を合言葉に、一人でも、多くの市民の

皆様に参加していただき、自宅までの道路の状況やご自分の体力を確認

していただきたいと思っています。

平成17年 6 月 1 日

「大阪防災Sウオーク」実行委員長山下正樹
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第五回大阪防災 Sウオーク参加者の概要

.... ．； 
一●実施日 2005年1月15日

●参加者数 7 1名 OO性46名，女性25名）

■年齢層最高齢 83歳（河内長野市）

最年少 21歳（茨木市）
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●参加者（順不同敬称略）
＊大阪市

上西秀樹、片岡法子、日野孝、山口、河合修二郎、小倉和彦、山本孝史

下良一子、下良清美、岩原裕子、梅垣トモ子、梅垣光夫、北島文

田中妙、田中義弥、倭明美、酒井典子、須知裕

＊大阪府（諭大阪市内）

川瀬陸臣、中内亜矢、和田京子、大西和恵、吉川博、中川靖彦、田中賣

小野晃、倉良支、西野稔、中谷兼雄、鎌田栄吉、西野知子、西野宏

村上幸則、福垣壽昭、中村保宏、毛利邦三、山本美知恵、宇野亜以子

宇野高正、伊関博、上田剛、渋川由美子、渋川博之、川畑恵子、永野良宜

＊兵庫累

大庭康弘、土井

浜崎秀俊。松田

＊京椰宵

馬越長義、河西実、光川寛、稲垣裕治

＊奈良畢

林田清、柳生圭蔵、岸田かおる、鴻巣利英、榊秀和、野原耕司、前田孝夫

山下正樹

＊閾山県

岡田笑子

敏雄、宮本

信夫、池田

美奈子、天野雅夫、薮中征ー、浜崎久美子

収ー、後藤充男、叶 桂子、園丸哲朗

ヽ ノ
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歩行コース：大阪市役所→梅田→国道2号線→東灘区田中交差点→十二間道路→自宅

歩行距離： 約30Km

歩行時間： 5時間17分

［感想］

震災Sウォークは初めての参加で、震災の時は西宮北口から自宅まで往復していたので、かな

り楽観的に考えていましたが、実際に歩いてみると、武庫川あたりから足がつってきて、芦屋川を

越えたあたりから、足が痛くなってきて、十二間道路を下っているときは、フラフラでした。トイレは

コンビニで借りつつ歩きました。靴は普段の使っているものを履いていたのですが、足の皮がむ

けました。体力が落ちているのを実感しました。今後は、なるぺく近い距離は歩いて、来年のSウ

ォークではもう少し客観的にデータ集めができるようにトレーニングしておきたいと思います。

.、.. ← ● . . 、 、 ... , " .r "ヽ・—::； :-:, ● ::.: 弓.)¥話;,店ふ語翠•：.翌iゞ'.巧:::,,,t,, J.、・,魂画歯麟攣蒻即親謹饂露；賃召・‘を翌丘~・区::/7;:..·~'" 予,... _・・・: .• 「唸む隠:.:ふ-、r』:・ ... 鼻·-~:·,:·::·a·-7玉字芦宝琴瞬靡温忠ご喜翠享：•こ瓦尋認芦給翠認羞論翠泣ふ犀．喉
歩行コース：市役所前→御堂筋→北新地本通→桜橋→福島→野田

歩行距離：約4Km

到着時刻：10時30分

［感想］

「途中で頓挫の巻」

今回もスタッフでの参加ということで受付を担当。皆さんを送り出し、後片付けを終えた直後の9

時40分に市役所前を西に向けて出発しました。

住まいは西宮なのですが腰痛を抱えている身でもあるので、とりあえず淀川を越え、尼崎を目

指して足取りも軽く御堂筋を北へ。

•土曜日の朝の様子はいかがと北新地の本通りを西へ。「食道園」、「かに道楽」を眺めながら、

閑散とした夜の享楽街を物珍しげに無事通過。

•桜橋、出入橋を抜けて、 10時にリッツカ―ルトンホテル、スノークリスタルに到着。梅田の西も二

ョキニョキと高層ビルが林立し、整然とはしているものの何かトッツキにくい感じがしました。きっ

とあまり来慣れていないためなのかもしれません。

・2号線沿いにはチラホラとコンビニが営業しており、トイレの心配はなさそう。

・阪神福島駅、浄正橋、JR新福島駅の表示を見ながら通過。

•JR 環状線の高架を«令って、 10時30分に阪神野田駅に到着。

•少し足もだるくなり、腰にもやや重みを感じたので、野田駅のマクドナルドで一回目の小休止。

•コーヒ一を飲みながら、持参の文庫本を読み、一段落したら早や11 時20分。

•慌てて店を出て、外を行き交う人を見ると、傘をさしているではないか！！

•それを見た途端に気持ちがヘナヘナとなり、今日の天気が悪くなることも頭に浮かび、本日はこ

れにて終了としてしまいました。

次回はもっと体力的に事前準備をしてから淀川越えに挑戦します。
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［感想］

住宅街を歩くと道が分からなくなり、結局遠回りとなる 国道等、広い道を歩きましょう

インターネットHPにより参加しました http:/ /walking.tea-nifty.com/walk/ 

~J酋房蒻む誓、-··...一←ぷ： it:lli~ 阪市阿語野藍籾旦―;;・・ ..... ... ← ....  •;: ・,,. ......'. .. ·:~ 名11,・,,, :・. 心．．．＇忍・・・=",,.-:.:,~.-、べ ，' ,,.,.,,~, . -,,,~ ・ユで心"'"'・a・,・ぷ,..「-•c,,,•c 仁-·.:··. ·~ な'.. 
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歩行コース：大阪市市役所前→難波→阿倍野

歩行距離： 6.1Km 

到着時刻： 10時59分

［感想］

今回初めて参加しました。大阪市役所から御堂筋をまっすぐ南へ難波まで進みました。

災害時にこのコースは安全に歩けるのだろうかと考えながら歩いたのですが、大阪市を南北に

歩くのであれば、やはり御堂筋などの大きな道路を通ることになりそうです。地震の後では大きな

ビルの下は危険が多いことはすぐに気がつきますが、都心部であれば大きな道の脇道であれ、

ビルの下を通らなければなりません。御堂筋のすぐ東には心斎橋商店街も続いていますが、ア

ーケードや店先にある障害物が気になります。

それならば、まだ見通しも良い御堂筋の方が安全のような気がしました。

元来、道路は災害時の緊急避難路の役目もあったと思います。御堂筋ではさらに本線とは別に

側道があります。側道であればビルからも距離があり、街路樹の銀杏が落下物から守ってくれる

かもしれません。しかし、残念なことに、側道の多くが路上駐車の車に占拠されていました。まだ

昼の時間であったためそれほどひどい状態ではなかったのでしょうが。もし、側道を安全に通行

できるのであればよいのですが、これでは災害時に歩行者が安全に通行することは難しいと思

われます。

災害時に備える意味でも通常時からの違法駐車は厳しく取り締まって欲しいものです。難波か

ら阿倍野までは細い路地を辿りましたが、後でコースを確認すると、ずいぶん無駄なコースを歩

いていました。やはり、災害時など緊急時には地図なども無く、広くてまっすぐな道を選ぷべきだ

と悟りました。主要道路には自動車のための行き先表示が充実していて、地図がなくとも目的地

に向かって進むことができます。少し横道にそれるともう表示が無く、知らない土地であれば目的

の方向を探すのは困難です。

自動車のためだけではなく、歩行者のための表示や案内の必要性を感じます。

途中、 Sウオークに参加されておられる方で、藤井寺まで歩く方と少しご一緒させていただきま

した。私は、自宅まで1時間ほどで、帰り着いた時はまだ雨も降っていませんでした。遠くまで雨

の中、歩かれた方もおられたようですね。ご苦労様でした。
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歩行距離：

歩行時間：

［感想］

10時前に神戸方面を目指して、出発。初めは思ったより暖かく、どちらかというと厚着しすぎたか

と思うぐらいで、例年寒い淀川も快調に通過。この調子では三宮までと思っていたが、尼崎付近

を歩いているころから、雨が降り出して来た。とりあえず手にしていたカメラをバッグにしまい込ん

で、ピッチをあげるも雨はだんだんと強くなってくるし、気温も下がってきた。武庫川付近で、Aさん

が休憩しているのに合流。出発のときに頂いたカロリーメイトと非常用水を補給。そこへMさんも

合流されて、3人で神戸方面へ向かう。

雨がますます強くなってきたが、傘を持っていなかったので、フードを下げて歩くが、歩道が濡れ

ていて、滑るため思うように早く歩けない。しかし道連れがいたので、寒い中でも歩き続けられた

と思う。夙川でMさんと分かれ、東灘区に入り、田中町でAさんと別れて、一人で西に向かうが、

びしょぬれ状態で、結局、三宮行きは断念。御影で自宅の方に足を向けた。

トイレは、まずどこにあるか分かりづらいし、路沿いにあるものも休日ゆえに使えないものとか

があり、ガソリンスタンドやコンビニのトイレ開放は極めて重要であると感じた。

トイレ表示はもっとあっても良いような気がする。この辺はここ数年整備されていない。むしろレ

ペルが低下しているような気もする。
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2005/1/15 9 : 46 出発
2005/1/15 10 : 06 福島
2005/1/15 10 : 20 野田阪神
2005/1/15 10: 28 淀JII
2005/1/15 10 : 49 歌島
2005/1/15 10 : 58 神崎JII
2005/1/15 11 : 06 兵庫県

2005/1/15 11 : 31 尼崎雨ふりだす

2005/1/15 12: 20 武庫川通過
2005/1/15 12: 51 アサヒビール通過
2005/1/15 13 : 23 夙川
2005/1/15 13 : 53 芦屋JII
2005/1/15 14: 35 住吉JII通過
2005/1/15 14: 58 帰宅

-5-



歩行コース：

歩行距離：

歩数：

到着時刻：

［感想］

第3回以降の参加で、今回で3回目です。 初参加は平成14年9月1日で、会社の同僚と2

人で JR三宮駅まで、そして2回目の前回は平成15年8月31日で、HAT神戸の「人と防災未来

センター」を目的地をとする方6-7名と一緒に歩きました。どちらも残暑の厳しい時季で、暑さで

バテそうになりながらも、道連れがいたため、最後まであきらめずに歩き通すことができました。

今回は、前2回で経験済みの国道2号線ではなく、阪急寄りの山手幹線（山幹通り）を選んだ

ため、スタート直後から一人で歩くことになりましたが、冬季のため暑さに悩まされることもなく、ま

た前2回より距離が短かったため、途中で降り出した雨の影響もあまりなく、目的地の自宅には

体力を残してたどり着くことができました。

私にとってウォーキングは趣味で、自宅を中心として三宮～西宮周辺や六甲山周辺の山道を

しばしば歩いており、阪神間をただ歩くだけであれば、地理的にも体力的にもそれ程不安はあり

ません。 ' 

しかし、いざ突然の大災害となったらどうでしょうか。常にウォーキングシューズやスポーツシ

ューズを履いているわけではありません。出勤時であればスーツにビジネスシューズで手にはビ

ジネスバッグ、というのが普通です。これが女性だったらスカートにハンドバッグ、しかも靴はハイ

ヒールかもしれません。

この様な格好で、突然の地震災害に見舞われて、ライフラインも道路もガタガタの夜道を家ま

で歩く・・・というような最悪の事態を乗り越えられるとしたら、最後にものを言うのは、普段からの

心の準備と苦難に立ち向かおうとする気力だけかもしれません。

スタート前に、参加者を代表して挨拶した方が「今更思い出したくないという方もおられますが、

風化させてはいけないと思って参加しました」と、おっしゃっていましたが、まったく同感です。

私の場合、家族や住まいは大丈夫でしたが、一番親しかった同僚を地震で失いました。今でも、

彼の笑顔を時々思い出しては目頭が熱くなることがありますが、忘れようと思ったことは一度もあ

りません。彼が住んでいた場所には今は別の家が建っていますが、できる限り毎年1月17日に

はその場所に行って、そっと手を合わせています。

確かに、2度とは経験したくないことです。

しかし、家族や家を失い、悲しみのどん底から立ち直ってきた方や、今なお必死で立ち上がろ

うと努力している方、そして何より6,300余名のなくなった方々のためにも、 10年前の出来事とし

てではなく、この10年間に被災地の人々が経験したことを語り継いでいくべきだと思っています。

常日頃からの災害に対する心の準備と、阪神・淡路大震災の経験を風化させないために、せ

めてこのSウォークのような行事にはできるだけ参加し続けたいと思っていますが、回を追う毎に、

参加人数が減ってきていることと、特に一番の被災地だった阪神間からの参加者が少ないという

のが残念でなりません。
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実行委員会の皆様も、大変なご苦労をされていることと思いますし、皆様の活動が役立つこと

がない（つまり災害に見舞われることがない）ほうがいいに決まっていますが、近い将来に大規模

震災が発生する可能性が大きいと言われている以上、益々の会の発展を願わなくてはいられま

せん。

翌
歩行コース：大阪市役所前→御堂筋本町→道頓堀橋→膝の痛みのために中止

歩行時間： 50分

歩数：約4990歩

................................................................................. 
••• 

., 
• • • • ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

疑似体験による3つの確認 Sウオーク事務局

Sウオークは災害時における交通機関が寸断されて機能しない時のシミュレーション（疑似体

験）である。その目的は無理をせずに出来る限り速やかに帰宅できるルートを知っておくことにあ

． る。 この疑似体験を行うことで3つの確認が出来る。
■一つ目は道順である。帰宅時の道順は日ごろ、電車やバス、車に乗っているとおおよそ見当が

行くはずだが、実際に歩いてみると、道が大きく迂回していたり、歩くには危険で適さないなど数多

くの課題と出くわす。また最近都会では地下鉄での移動も多く、その地点からの方向もまったく予

想できないこともあり得る。途中のトイレの場所や水、食料などの補給場所もここでは重要な事項

である。また一度歩くことにより次回からは、はじめての道より通常は近く楽に感じられる。これ

は帰路の途中におけるランドマーク（道しるぺ）を知っておくことで、スタミナの配分や到着時刻の

読みなどが行えるためである。

●二つ目は装備の確認である。

． 

• 
ー 服装や靴をはじめ、今回のようにあらかじめ歩くことが想定された場合でも、そのときの天候や気

：温によって選択をせねばならない。ましてや突然歩く必要性が生まれたときに、そのような装備

をあらかじめ用意できているのか、実際歩いてみると何が必要か体感できる。装備は多ければ多

いに越したことはないが、荷物の重量が増加することは負担になる。したがってその人の帰路の

長さや状況およびその人の体力により、何をどのくらい持つのが妥当かどうかの確認である。

●三つ目が体力の確認。

突然かなりの距離を歩くとすると自分の体力が何処まで持つか予想できない。そのために一度歩

いてみることで、自宅への距離と体力を確認する。年々体力は変化しているが、年に一度はそれ

をチェックすることも大切である。過去にこのくらいで出来たと思っても、次に同じように行くとは限 ． 
らない。体力的な限界があれば、全コース歩くのでなく、既存の交通手段との組合せで、帰宅する ． 
ことも検討する。要は通常のルートが遮断された場合に、速やかに帰宅する選択枝を知っておくこ ： 

．．
 

． 

とがSウオークとして歩いてみる目的である。 ． 
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• ． ． 
◆ 

． 
◆` 

◆ .................................................................................. 
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畜紺國匝藍喜鱈冒毬國阻龍匿麗髯隠暑璽置曇望麗量層麗璽曇置霞属置醤
歩行コース：大阪市役所→天満橋→京橋→寝屋川大橋→放出東二交差点→目的地

歩行距離： 9Km 

歩数： ？歩

歩行時間： 2時間

［感想］

12月に引っ越したばかりで駅と自宅との間しか知らないこともあり、どうやって帰宅したものか、

はたと困ってしまう。とにか＜地図が思い浮かばない。

自宅からの最寄駅は JR学研都市線「徳庵」。まずは「京橋」までたどりつけば、あとは線路沿い

に帰れば何とかなると考える。しかし、京橋までどうやって行けばいいのか。環状線沿いに歩くか、

JR東西線か京阪沿いに歩くか。環状線までは距離があるし、東西線と京阪は地下を通っている。

幸い、途中までご一緒してくださる方があるとのことで、中之島の中を東端まで行き、そこから南

に渡って天満橋まで行く。天満橋から京橋へ1本で行ける道を教えていただいて、ここからはひと

りで歩く。天満橋一京橋間は京阪ではー駅。しかし、それぞれ点としては思い浮かぶが互いがつ

ながらないことに気づく。

かつての片町駅から片町線の跡地の側を通ると、大阪市内にして殺風景な街が続いている。人

気もあまりない。ただ、それだけ密集度が低いこともあるのだろうか、かなり遠くからでも京橋の

位置はよく分かった。

市役所から京橋までは約1時間弱。ここまでくればトイレと地図があるだろうということで、ここで

改めて作戦タイム。小腹もすいてきたので、出発の時にもらったカロリーメイトをかじる。後から思

うと、京橋を過ぎると食料調達の個所もトイレの場所も極端に少なくなるので、必要なことはここ

で済ませておく必要がある。

必要な身支度を整え、次に地図を探す。駅の構内には必ずあるのでそこまで行くつもりでいたが、

それ以前に周辺の町内図を見つける。それまで知らなかったが、京橋の近くに寝屋川が通ってい

るらしいということが分かる。そういえば、自宅から鶴見区役所に行ったときに寝屋川を渡った記

憶がある。電車沿いに歩くというのもあるが、川沿いに歩いても目的地には行けるはず。というこ

とで、寝屋川沿いに東側へ歩く道を選択。

寝屋川沿い北側の道はバス道になっていて、徳庵方面へのバスもこの道を通っていることが分

かる。

しばらく行くと「今福小学校」の側を通る。確か、鶴見区も所管している城東郵便局の本局は今福

にあったことを思い出し、目的地に確実に近づいていることを確認する。寝屋川沿いに行き続け

ると目的地よりも北側に出るので、次に南に下る道に合流したらそちらに移動しようど決める。

次に見えたのは寝屋川大橋。放出東二T目の交差点まで南にくだり、そこから進路を東にとる。

しばらく行くと南側に放出の駅前商店街があることが分かった。目的地は放出駅から東ヘ一直線

のところにあるので、かなり近づいていることを確認する。

徳庵方面行きのバス停を通り過ぎるたびに、目的地までの距離もだいたい分かったので、後はま

っすぐ歩くだけ。雨もポツポツと降ってきたので帰宅の足を速めた。こういう時は、あとどれだけと

いう目安がきちんと分かるというのは重要だと実感する。

以上、無事、目的地にたどりついた次第である。
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「大阪防災Sウオークは楽しかった」カマちゃん

［感想］

大阪防災 Sウオークには初めて参加した。式典の後茨木高槻京都コースのパネル板を持って

仲間に集まってもらい出発した。どの道順で歩くことか試行錯誤しながら交通標識を見ながら扇

町プールでトイレ休憩していると見知らぬオジさんが話しかけてきたので大阪防災ウオークで自

宅まで歩いて帰るんです一それなら歩いてみようとグループに合流して世間話をしながら歩いて

いると天六で光川副委員長が追いかけてきて合流し長柄橋は歩いて渡れると思っていたが車が

多く危険であるので淀川河川敷に下りて毛馬を通り城東貨物線側橋は初めて渡った。

歩くブログで光川さんが携帯を駆使して写真を撮ってメールしていた。しばらく淀川堤防をウオー

キングして街に下り食堂探しまくり昼食は和食膳とギョウザを食べて茨木高槻コースと京都コー

スとなった。雨天の中リックにだけカバーを掛けてスタスタ彼女達と歩き参加者の中で一番若娘

でした。

茨木市内でカマちゃん一人となった。お腹もすいたので3時のオヤツでパン屋で一休み、ようし自

宅までひと頑張りして自宅に帰ったのは4時前その後車の6ケ月点検に行ってからゆつくりと入

浴し良い気分で床についた。

翌日大阪防災 Sウオークの HPを覗いて見ると、ブログの写真を見て楽しくなった。

サンケイ新聞1月15日夕刊に防災 Sウオークの記事が載っているので気になっていたのでサン

ケイ新聞販売店に行って1月15日の夕刊を探してもらった何か載っているんですか？

一面トップに茨木高槻京都コースのパネルを持っているカマちゃんがカラー写真で載っているで

はないかビックリビックリ驚いた。

2-3日して友達に会うとサンケイ新聞に載ってたよ．．．．．．これで悪さは出来へんなとお祝いされた。

歩行距離：8Km 

歩数：12000歩

［感想］

私はいつも自転車で行動し

ますので御堂筋通りを歩い

て土地、名前、建物等わか

り歩く自信がつきました。
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歩行コース：大阪市役所前→難波→住吉公園→堺→浜寺公園→岸和田→自宅

到着時刻： 19時00分

歩行距離： 40Km 

［感想］

1. ルートについて

① 橋が少ない。古い橋は耐えられるか？橋が崩壊した時、国、府が橋をかけるのか？地域で

かけるのか？

② 避難場所及びその場所への誘導看板が見かけない、見つけにくいのか？

③ 頭上の看板が歩道にはみ出している危険。

2. トイレについて

コンビニ、ガソリンスタンドで借りることができた。二年前は大阪市内のコンビニ2社2店で借りら

れなかった経験をしている。ゆえに各人が事前にチェックしておく必要あり。使用には水がいる。

どうする？

3. 体力について

私の場合まだ余力がある。いざ遭遇すれば年限かなりのことは可能。しかし日ごろ歩かない人

はどのぐらい歩けるのか？

4. その他

今回,71人の参加数から防災意識の少なさ、無さを感じざるをえない。

「備えあればうれいなし」のことわざのごとく、自分を守り、家族を守り、人々を守れるのでは。

5. 提案

(1) 耐えられるだけの橋の増設が必要でしょうし、加えて仮説的な橋の用意が必要でしょう。

(2) 緊急品は備蓄されていると思うが、一番に「水」、「米」、「薪」、「毛布」、「光」が必要でしょ

う。その為にはどうするか、井戸を掘る、米は農協などにもストック、古くて、今はそんなも

んといわれるがガスラインが破壊されていれば薪に頼るか。また、光については太陽エネ

ルギーを生かせば。

禁令怠出
歩行コース：大阪市役所前→御堂筋→国道26号線→阿倍野筋→府道30号線→泉北1号線

到着時刻： 14時02分

歩行距離：約25Km

［感想］

防災Sウォーク開催のことを新闘記事で知り、防災について考えることと、自分の体力を測るた

めに、今回初めて参加しました。

歩行の途中からアメが振り出しましたが、 14時すぎに無事自宅に帰ることが出来ました。普段、

電車とかマイカーで楽に移動をしていますが、わずか数十キロでも自分の足で歩くことが大変な

ことだと実感しました。

これを機に地震に対する備えをすることと、体力の維持を心がけて生きたいと思います。
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渋面樽乏~• に'、 ... 
.、 （大阪府守口市）

歩行コース：大阪市役所前→梅田新道→天神橋3丁目→天神橋8丁目→城北通→今市

→守口→金田町2丁目到着

到着時刻：12時30分

歩行距離：約 14Km

［感想］

16日車で距離を計る。今回は楽しく歩けました。

，下良 清美 、―子 遠大阪市中央区）~ ~ こ•一 ーヽ,.,._

歩行コース：大阪市役所前→南側川添を東へ→最初の橋を南へ→高麗橋より松屋町筋ヘ

→内本町2丁目東へ→内本町1丁目自宅

到着時刻 10時 00分

［感想］

甥の呼びかけに初参加させて頂きました。

朝の散歩程度の軽い気持でしたが市役

所前には皆さんリュックを背に完全装備

の姿に軽率な私共とっても恥ずかしい思

いでした。神戸市東灘区北青木に住んで

いる姉宅は倒壊こそしなかったものの家

中あらゆるものが散乱し大変な事でした。

ガス、水道もなかなか復旧せず、ずい分

長い間不自由した事昨日の様に思い出さ

せて頂きました。いざと云う時の心構えが

できれば、ヽヽ、と改めて考えさせられた一日

となりました。

橋を渡った所に少しばかりですがレトロ

な街並みに接しビル街に住む私共には

ホッとした安らぎ感じました。本当によい

体験をさせて頂き有難う御座いました。

....... ―-,_ 
田中 賓 ＂

"'虹屯,, --,- ·~ 心・:a -~ 
--, 

b—- -'一'
（大阪府河内長野市）

''●ヽ~,.ー,. . ...... -
} 
~- ,, __  ,. 一

a,"ヽ.,,ー..一● ""、・--， 
歩行コース：大阪市役所前→難波→上本町9丁目→アベノ橋東三明町地下鉄我孫子線上

→堺市河内長野線310→千代田

歩行時間約 8時間50分

歩行距離：約 33Km

歩数：電池切れ 3415歩

［感想］

あまり吹き降りでないときは傘の方がむれなくてよいと思いました。
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＝呻ですか？
腐書f云言ダイヤIL•賓害周伝官籠
地震や台風など，大きな災害の時，被災地にいる知り合いの安否を知りたくて，連絡を取りた

くても，電話が通じない…そんな経験はありませんか？

そのような状況の時に使えるのが，災害用伝言ダイヤル「171」と iモード災害用伝言板

サービスなのです．

＜仕組み＞（災害用伝言ダイヤルの場合）

「17 1」にダイヤルすると，災害用伝言ダイヤルセンタにつながります．

ここで，利用ガイダンスに従って伝言の録音・再生を行います．

く利用方法＞（災害用伝言ダイヤルの場合）

この「17 1」は，震度6以上の地裳発生時など，被災地に向けての通話がつながりにくい状況

になった場合にNIT側で利用可能とします．

田□田をダイヤルする

（［ ガイダンス ] 

録音なら日］再生なら ビり

をプッシュする

［［ ガイダンス ] 

被災地の電話番号をダイヤルする

（必ず市外局番からダイヤルする）

く対応できる機器＞

• 一般加入電話
• 公衆電話
• 携帯電話 ・PHS

＜伝言条件＞

・ 伝言録音時間

1伝言あたり 30秒間

・ 伝言保存時間

2日間

・ 伝言蓄積数

1電話番号あたり l,..._,10件
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練習がてら，

訊
•
寺

町
↓
Hi

谷

天紐紐”ふ
くコース設定＞

大阪市役所→天王寺

ぼわ` ーこかり
~'I行ゎ

実際に利用してみて…

＜便利な点＞

• 自宅電話番号など，自分で忘
れにくい電話番号で登録する

に説明 h 
しやすい. -t).1な

細
JO

i
s
 参

匁くと渇＿峨
¥;¥ 

現在、毎月 1日(1月1日を除く）にiモード災害用伝言板が体験利用が出来ます。

練習がてら、使ってみてはいかがでしょうか？

URL: http://www.nttdocomo.eo.jp/info/dengon/home.htm.1 

また、インターネットで災害用伝言ダイヤルの疑似体験ができます。

u皿：http://www.ntt・west.eo.jp/dengon/pseudo/index.html 
くちょっと一言＞

昨年は展災だけでなく、この災害伝言ダイヤルが使われることが多くありました。

平成10年に設定されたときは、電話だけでしたが、今では iモードでも利用できるようにな
りました。

電話の場合、被災地の自宅電話番号以外の登録が出来ない、携帯電話番号は登録できないとい

うデメリットがあります。これだけ携帯電話が普及している今、逆に使いにくいなぁという気も

します。

iモード災害用伝言板の場合、伝言確認に用いる携帯電話番号が DoCoMoで検索できない場合
はau/ツーカーまで、検索範囲を広げてくれます。

-13-



踵唇l---.-.......... -.,., .... "'-"''-'"":.-'--... -------·4-·-~---·--·-···~-........... 
歩行コース：大阪市役所前→扇町公園→城東貨物線で淀川を渡る→東淀川区内

→摂津市内近畿自動車道沿い→茨木市役所前→自宅

到着時刻： 16時45分

歩行距離：約23Km

［感想］ ． 

自分の足で会社から家まで歩いて帰ることができるのか試してみたい、いざというときのために

家に帰るルートを知っておきたいと思い参加してみました。

今までそんなに長い距離を歩いたことがなかったので不安でしたが同じ方面の方々と一緒に歩

けたがとても心強く、木の橋で淀川を渡ったりいろんな発見があって楽しかったです。途中から雨

が降り、寒いし、足は痛いし、空気は悪いしとてもしんどかったのですが無事家にたどり着くこと

ができ充実の一日でした。また機会があれば自分が歩きやすい道、最短距離ルートなどをしらベ

てみたいなと思いました。今回Sウォークに参加し、歩いて家まで帰れることがわかり、実際歩い

てどんな感じなのかもわかったし、参加してとてもよかったと思います。

また町の様子として、摂津市の工業地帯あたりは魚もすめないようなゴミだらけの川が一杯あ

り町がきたないな～と思いました。また全体的に車優先社会だな～と改めて思いました。もっと町

に緑を増やし、環境にやさしい自転車や歩行者に優しい街づくりをしてほしいと思いました。

躙“
歩行コース：大阪市役所前→JR天王寺駅→北島公園→堺市役所前→仁徳天皇陵前

→狭山市→河内長野市千代田台1町

到着時刻： 17時40分

歩行距離：・約35Km

歩行時間： 8時間

［感想］

第5回大阪防災Sウォークに初参加して、大阪市役所から自宅まで約35キロを完走。途中デパ

ートに寄り道し、雨以外何の障害もなく無事帰宅できましたが、震災時には、3倍,.,,.,15倍の時間

がかかるのではないでしょうか。道路、橋、ビル、民家が、崩壊し、信号機、電柱が折れ，車事故、

人が建物の下敷き、死亡者、けが人などの中帰宅するのは大変だと思います。参加者71名、年

齢層21,.,,.,83オとのことですがもっと多人数の方が参加され、中、高、大学生の参加もお願いし

たいものです。ありがとうございました。
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歩行コース：大阪市役所前→中之島を東へ横断→片町から寝屋川右岸沿い

→京橋駅から東へ→徳庵橋→住道駅→自宅

到着時刻：13時00分

歩行距離：約 14Km

［感想］

とかく忘れがちな防災意識を呼びさますのに良い企画と思います。私自身は今回の集合時間

に遅れて、もう皆さんが出発間際に着き、大変失礼しました。

道順を凡そ見当つけていたのですが東西線の天満天神橋駅からの道程を着いてからもたつき、

何べんも途中道を尋ねながら迷ってしまい遅れてしまいました。次回からは気をつけようと思いま

す。尚、参加の理由は4年前、バス事故で背骨を痛め約一ヶ月半入院の後リハビリを半年以上

続け、暫く近くの飯盛山へ往復約1.5時間歩けるようになり、今回は以前より体力が落ちている

のでトライしてみましたが、ゆっくり家まで歩けてほっとしました。

到着時刻：11時00分

歩行距離：約 6.5Km

［感想］

職場は市内で勤務しておりますが、大阪市内などに用事で外出している最中に災害が発生し、

淀川・神崎川にかかる十三大橋、新三国橋が不通になったら新十三大橋、新淀川大橋、神崎橋、

三国橋が通行できればよいことと思います。迂回することを考えるだけでも身体がぞくぞく寒気が

する次第です。
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歩行コース：大阪市役所前→JR大阪駅→中津→十三大橋→176号線

→新三国橋→阪急庄内駅

歩行距離： 8.5 Km 

到着時刻： 1時間35分

［感想］

今回で2回目の参加となります。2年前現在の池田へ引越したので自宅へ歩いて帰るルートは

初の試みとなりました。自宅まで歩きたかったのですが、今回は都合により、途中の阪急庄内駅

に設定しました。

参加者のみなさんが出発され、後片づけをしてからの出発だったので寂しい出発となりました

が、目的地に向けてスタートしました。

大阪市役所を出発し、御堂筋を北上。国道176号線沿いのルートを選ぶ。ずっと進んでいくと

十三大橋へ。淀川を渡りながら橋と平行に走っている阪急電車を眺める。もし地震でこの電車を

使えなければ••、と思うとぞっとしました。

橋を越え少し歩くと十三。賑やかな街並みに変わる。交通量もかなりの量でした。更に進むと、

176の道路はあるがなんと自動車専用道路に。違う道を探すがもとの176へ戻るのに苦労しま

した。縮尺の大きな地図で見るとそれがわからなかったのでそのようになりました。やはり実際に

歩いてみないと分からないことがあるのだなと実感しました。

もとの176へ戻ると、残りは特に迷うことなく阪急庄内駅へ。電車でいつも通っている駅で、もっ

と早く着けるかと思っていました。今回の到着時閻は意外な結果になりました。今度は自宅であ

る池田まであるけたらと考えています。

どうもありがとうございました。

((~~~ 咬’

臨
歩行コース：大阪市役所前→天神橋6T目→長柄橋→（大阪高槻線）豊里→大桐→烏飼

→西面→鷺打橋→自宅

歩行距離：約20Km

到着時刻： 15時10分

［感想］

高槻からの参加で今回4回目です。第1回は淀川左岸を、第2回は右岸を、第3回は左岸から鳥

飼大橋を渡り右岸を通り帰路へ。

今回は長柄橋を渡り大阪高槻線を歩く。菅原天満宮を参拝、途中大桐あたりから雨になるが家

まで完歩する。

一番困ったのはトイレ、河川敷にはあちこちに仮設トイレがあるが街中は無くガソリンスタンドで

借用する。また弁当持参での参加であったが、雨であり食堂を捜すが一津屋のモノレール下まで

適当な店無く苦労した。

最後に実行委員スタッフの皆様有難う御座いました。感謝感謝です。
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｝福垣壽昭
＂ぐ・- 心...ー... ~~.--..-, —-... ー・.,,,.....~-燐:;茨,-.ダ,,.,.,,,.... 一咄デデ..,-が/;~-~-●·~· が鴫'I'~.·' 吹~-:Iー~':".""'~

（大阪府豊中市） ｀ •一·--…--·"" ' . —---·、·'-"勺と涵-占,.... —込—・ヤー：・―--·'·一_,______ ... "、...
歩行コース：大阪市役所前→国道176号線→豊中桜塚交差点右折→豊中亀岡線

→野畑橋→自宅

到着時刻： 15時00分

歩行距離：約17Km

［感想］

二度目の参加です。前回は新御堂筋を歩きましたが、今回はR176を歩きました。途中の状況

は特筆すべき事柄はありませんが、トイレはR176沿いの野中南区民センター横公園のトイレを

利用しました。他の場所の確認は出来ませんでした。街中のこととてR176に交差する露路が多

くあり横切る際の左右確認が繁雑で結構疲れました。十三商店街の散策をR41号線を一時間ほ

ど散策しR176にもどり、豊中庄内服部神社内で参拝と休憩で30分程費やし、 15:00ごろに帰

宅しました。報道者に二度インタビューを受けました。出発直前（歩行ルート、所要時間、目的方

面、体調、抱負等）十三大橋を渡りきった所（体調、到着予想時間、距離、感想）。こんなことはは

じめての体験で大いに気を良くした一日でした。ありがとうございます。
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［感想］

17日には阪神淡路大震災から10年が経とうとしています。昨年に中越大地震、死者15万人

をこすインド洋海域での大津波と、忘れていた地震の恐ろしさを再認識させられました。

今日大阪防災Sウォーク（第5回）の催しがありました。

地震などの災害時に、交通機関などのスットプした場合に、自力で自宅まで歩いて帰る事が出来

るのか、を想定しています。私の場合、勤め先の大阪市内から奈良の自宅まで35Kmを歩いて

帰ることが出来るのかを試されます。

以前2000年に参加しました時は、9時間かけて帰り着きました。

2001年には甲子園まで電車にのり、そこより神戸震災センターまで歩きました。

今日は節目の10年との思いもあり参加させてもらいました。

昼前から雨の予報もあり、参加者は予定の100人も割り、寂しい大会になりました。震災の風

化はいなめない思いでした。

2000年と同じ東大阪・生駒山越えコースには3人が先発されて行った。私はスタッフの皆さん

と残って残務整理のあと30分ほど遅れて出発。実行委員長山下さんと天満橋までご一緒のあと、

一人になり歩く。2000年の時は、 5、6人で色々話しをしながら楽しく歩いたのだが、今回は一人

で中央線沿いを黙々と歩く、途中より心配していた雨も降り出し、歩き出して2時間。長田辺りで

本降りになる。途中ミスドで昼食をとり、 1時過ぎ新石切駅で打ち止めする。

走ることや、歩くことは大好きでロング走は苦になりません。でも実際に災害になった場合は、こ

のように気楽には歩けないのですが、どのような状態になっても歩いて自宅に帰る自信はありま

す。

トイレは北浜橋詰、大阪城を横断時に森ノ宮までに三ヶ所ありました。
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歩行コース：大阪市役所前→淀川大橋→尼崎→西宮 2号線添いを歩いて帰宅

歩行距離： 20Km 

到着時刻：午後1時33分

［感想］

今回で6回目の参加になります。あの阪神大震災から10年目となりました。 [Sウオーク］に参加

する度に亡くなった母、兄、義姉のことや犠牲になられた多くの人のことを思い出します。読売新

聞記者の山下さんと震災時の話をしながら歩きました。家が全壊し、妻が20数センチのすき間

から 1時間後に救出されれたことなどを話しながら歩いていると、前方に高速道路が見え「あ

れ?2号線に高速道路はなかった筈なのに」と道を間違えたことに気が付きました。5回も同じ道

を通っているのに注意力に欠けていたのですね。歌島橋交差点まで戻り、山下さんと別れて2号

線を自宅に向かって歩きました。1回目に歩いた時は歩道が狭くて自転車等が置いてあり通りに

くかったことなどを思い出しました。参加者の人と出会いたかったので急ぎ足で歩きました。途中

で雨が降ってきたので傘を差して歩きました。武庫川を渡った所の小さな公園で國丸さん達に追

いつきました。会場でもらった水とカロリーメイトで力をつけて、帰路に着きました。

久し振りの開催なので懐かしい顔触れに会うことができて嬉しかったです。

Sウオークで学んだことを生かし、2年前から歩いて通勤しています。阪神電車の香栢園の自宅

から魚崎にある会社まで7-SKmを1時間20分ほど掛けて歩いています。

時々道筋を変えてみると、新しい発見があったりして楽しいです。勿論、足にはスニーカー、耳に

は小型ラジオ、ケータイは常に身に付けています。

早朝の散歩、昼食後の散歩も合わせて日に2-3万歩、歩いています。

妻と娘に［お父さんはアル中（歩く中毒）やね。］と笑われておりますが。

最後にスタッフの皆さん、トイレを貸して下さったガソリンスタンドの皆様方、有難う御座いました。

次回も是非参加したいと思います。
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翠(Jlfll醤顧瓢一・
歩行コース：大阪市役所前→東中筋商店街経由天六→長柄橋南詰→淀川左岸

→城東貨物線橋で淀川右岸→江口橋手前（大阪高槻線）昼食

→鳥飼→唐崎→阪急高槻で終了

歩行距離：約26Km

歩数： 34400歩

到着時刻： 16時05分阪急高槻到着（大阪市役所前9:40出発）

［感想］

天神橋筋八T目で京都方面の方々に合流しました。（お話を聞いていると扇町経由のコースを

取られたので、早く追いついたのでした。 理由：私は斜めのコースを選びました。）

天神橋8丁目で東の歩道に渡らなかった為に長柄橋を渡ることができない事に気が付き（川下

側に歩道が取り付けてない：右岸側の車道の構造の為）淀川左岸の河川敷を選びました。（ブロ

グに城東貨物線橋を送信）貨物線橋で右岸に渡り今度は見晴らしの良い堤防上を歩きました。

菅原の有料橋当たりから雨がきつくなり、ウインドブレーカをはおり傘を差して歩きました。今まで

何回も参加しましたが雨に逢ったのは今回が初めてで実に歩きにくいと感じました。

12時になったので皆さんと一緒に昼食を取るために府道大阪高槻線に出たところ、T度、江口

橋でそこにはスカイラークがあり難なく昼食に有り付く事が出来ました。（昼食時間12:15-12:

55) 

茨木方面の方と摂津南(-津屋上）で別れ（ブログに送信）京都組み2人が然々と高槻方面を

目指して雨の中を歩きました。今回は無理をせずに、雨の体験が出来たという満足感も有り最終

目的地を高槻市と、もう一方の人と決めました。（高槻市到着ブログ送信）

皆さん大変ご苦労さんでした。

―闘園蒻匿風 ~, 麗鵬麗匿曇譴塵轟塵璽闘伽
歩行コース：大阪市役所前→難波→四天王寺→平野→長吉→大和川→恵我之荘（自宅）

歩行距離：約21Km

歩数： 35000歩

到着時刻： 13時45分

［感想］

家族に心配されましたが、途中よりの小雨以外なんら支障なく帰宅できました。「途中マラソンラ

ンナー」の距離と走行を思い浮かべつつ元気を出して、只、大和川に架かる橋が震災等の災害

で渡れなかったと思うと一抹の不安が過ぎりました。
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I≪ 大艮市内中心年の峰宅Jレート汎 逆で• 宮役所
今回は、雨研峰ったりしたため、ほとんど歩いていません。

そこで、2000年1月のデーターを基にして、レポートをまとめ直してみましt::., i豆 E聾

、~戎~-\森遠

＜天雨喬交差知迎1>
こんなところに公衆トイレがありまし,~

市内には、コンピニやガソリンスタンドも多く あって

トイレには困らないとは思いますが、知っていると

何かと便利でしょう。 血年採影）

＜北浜駅他下鉄・京阪） ＞

淀屋橋駅でもそうでしたが、

ここ北浜駅でもガラス窓が気になりました。

このピルの下力~の出入口です。

地上に出る時に、ガラスは落ちてこないかしら。

また、目の前は大通りです。平日なら大渋滞のところです。

落ちて くるガラスを避けようとして飛び出してしまったら・・・

地上に出るか？地下にとどまるべきか？ 血年

に

-22-

＜夭雨剣司辺妬町） ＞
大通りを歩くのが不安になったため、裏通りを通ってみまし

たが、道が狭くなっている分、建物が低くても圧迫感はあま

り変わりませんでしt::.a

車の数は少なくなりましたが、頭上を燕数の線が交差してい

ます。線が切れたり、 電柱が倒れると、この道も危険です。

血年採影）

？ 
＜天満橋駅低下鉄・京即周辺＞

歩道の上にガラス窓や看板など。車道には車もいっばいです。

頭上だけでなく、車にも気をつけて歩かなければなりません。

こんなとき、もし1台でも車が燃え出してしまったら ・・ ・

繁華街には危険がいっぱいです。 血年撮影）

?J 



Sャ:.;

く大手前より③炉を望む＞

高層ビルカ建ち並んでいます。

中にいる人たちは、どのようにして逃げるのでしょうか。

危険だからエレベーターは使えないでしょう。

最年も地上まで、階殺で降りるのにかかる時間は？

ぜひ、元気な時は布忍しておきましょう。ほm年操影）

IC) 

＜大嶼 • 大手r哺i>

前回では何気なく通り過ぎt:ifr(す。

花が咲き、鳥が休んでいましにそれだけてう心が休まりましf::o

このように広I,暢所ではなくても、道端に1切：あるだけでも心

は休まります。防災目的のためだけでなく、公園・緑地等のあ

りがたみを感じましf::o CJm年撮影）

e勺；••ふ巳隠\.''"i"~ 仁
忍琺秤--~:ざぶ.• . 
.I防＇>.,・-,,: ~'.":;• 生•．，ヽ．

四'.~和·~,・・-,.-1.・ 繹':.• ..:, :~ 
玩:··'心-~,外知..,,・;_ ゃ汀*.:::吟:. t悶義臨刃

く知諷•大阪府庁周辺＞

公園の中の道です。

広さもあり建物もなく、ようや〈安心して歩けます。

公共施設も多いため、惰報も手に入りやすいと思います。

トイレは公園内にもあり、府庁などでも借りることができる けておくと安ゞです。

でしょう。 畑年操影）

t? 

＜森之宮駅 (JR.地下鉄周辺＞

我が家の広域避罪嚇斤は丸幻成です。

その大阪城に行くには、この交差点を越えなくてはなりません。

でも、頭上には高架道路と高速道路とJRの線路b

果たして地震時には、無事越える事ができるのでしょうか。

血年採影） は ・写兵：倭明美）
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デー磁,J~:alll~皇言
大阪市役所前→地下鉄心斎橋駅→R308近鉄枚岡駅→暗峠→近鉄南生駒駅

→ R168王子→上牧町

歩行距離： 40.0Km 

到着時刻： 18時00分

［感想］

都市大震災と言う想定のもと、交通機関が全面ストップしたと自分に言いきかせ、40Km先をめざ

して歩き出したものの、現実の大阪の町はそれを仮想させないほど活気に満ち、激しく車が往来

していた。しかし、暗峠越えは車と人には滅多に出会わすことなく、霧にかすむ苔生した道を楽し

むことができた。生駒山を越えて奈良側の国道に入ると歩道はほとんどなく車の泥はねを何度も

受け、よい歩行訓練になったと得心している。

お世話になりありがとうございました。

団
歩行コース：大阪市役所前→（御堂筋）難波高島屋→（国道25号・26号）住吉大社

→（国道479号）千鉢→（あべの筋）堺東駅→（南海）・→白鷺駅（徒歩）

→自宅（堺東でリタイア）

歩行距離：約 14Km

到着時刻： 16時00分
［感想］

今回始めて参加しました。地震発生時に会社にいるという前提でスーツ革靴で歩きました。革靴

では底が薄いので、ケガしそうです。会社に運動靴を備えるべきと痛感。また、歩いて1時間後頃

からトイレに行きたくなりましたが、トイレ見つけるのは大変でした。ガソリンスタンドよりもコンビニ

の方が目に付きました。病院も聞いていれば使用できそうです。大和川を渡るあたりでかなり疲

れが出てきました。大阪市と隣接している自治体は大和川を越えた付近で拠点を設置し、情報提

供等を行うようにすれば、徒歩で帰る市民は気分的に楽になるのではないでしょうか。

.sanic:: 
ピジネスマンのVゾーンを飾るネククイをメインにジャケット・スーツ・

カジュアルウェアー等リーズナプルなプライスで品揃えのメンズショップ。

地下鉄御堂筋線本町駅⑨出口右（改札口より 1分）函06-6252-0585
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歩行距離：

歩行時間：

［感想］

ジョギングにちょうど良い季節なのでジョギングで家まで頑張りました。

思っていたより遠くなく、雨の降り出す前に到着しました。今朝の開会の挨拶で地震の時は上に

注意して！とのことですが町の中はまさにその通り看板や電信柱のトランス・高層建築物等

危険がいっぱいです。川沿いのコースは上からの危険はありませんが水の水位が地面と余り変

わらず、場所によって歩道は水面下になっています。津波の影響等あるとすれば怖いですね。実

際堂島川や淀川など南海地震が起こったとき津波がどのあたりまでくるのでしょうか

建築物が比較的高層のものが多いですが、避難先に開放してもらえるのか心配ですね。

今日は災害が起こったら、自らを振り返る、いい 1日となり、ありがとうございました。

〒537-0025大阪市東成区中道1-3-2

Tel 06 (6973) 3535 

Fax 06 (6973) 357 4 

ホームベージ http:// www. kenkoukagaku. JP 
eメール into@kenkoukagaku.jp 

N
l
l
l
l
L
 ギャザー

大阪府立
健康科学センター

※最寄駅 (JR森ノ宮駅 ・地下鉄森ノ宮駅） より東へ徒歩100m
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対
策
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練
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第
五
回
大
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防

災
S
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A
L
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大
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府
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A
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翌
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l
ク
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い
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。
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傷
害
保
険
料
な
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百
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せ
は
電
話

0
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8
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円
（
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以
下
無
料
）
。
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加
希
望
者
は
は
が
き
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行
。
＇
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。
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バ
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ー
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話
蕃
翌
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し
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6
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通
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テ
●
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意
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生
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に
交
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磯
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途
絶
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一
四
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―――、、
大
阪
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災

た
状
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ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
貝
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徒
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す
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3
)
0
1
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集
合
窃
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。
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阪
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役
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的
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簗
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問
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＞
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の
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災
か
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な
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大
地
震
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大
阪
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中
心
部
か
ら
徒
歩
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況
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練
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五
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阪
防
災
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ォ
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五
日
、
大
阪
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役
所
を
出
発
点
に
開
か
れ
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。
京
阪
神
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参
加
し
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七
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が
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。
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魂復刻の街確かめたくて

防災ウォーク71人家路
(2005.1.15 産経新聞掲載）

※インターネット公開不許可コンテンツ

-29-



2005年（平成1ワ年） 1月16日（日曜日 ） 言 苧--~ -
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を
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。
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ら
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を
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西
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憶
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守
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を
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.
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、
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岡
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歴史
年表

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 

1* 1/21I サバ 1

＊ 
1/16サバ 2

＊ 
1/9 Swalk 1 

1* 1 /25 I Swalk 2 

＊ 
9/1 Swalk 3 

＊ 
8/31 SI walk 4 

＊ 
1/15 Swall k5 
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2005年8月

トイレマップ（第五回調査結果）
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これまでの情報（第4回まで）に加え今回の情報も盛り込みし

ました。その他、公共機関等も示しています。
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豊中•池田方面 176 号線および

千里・箕面方面新御堂筋沿いのマップ
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巴——

-35-



-36-



あとがき

阪神淡路大震災から10年が経ちました。表面的にはあの傷跡が消え去ったようですが、実際

に歩いてみると未だに多くの爪あとが見受けられます。ましてや人の心にはまだまだ忘れられな

い記憶が刻み込まれたままです。そういう中で、あの体験は自分で出来ることは自分でやるしか

ないことも教えてくれました。

大阪防災Sウオークは自分の足で自宅に帰るということを実際にするということです。競技でも

なければ、観光的なウォーキングでもありません。Sウオークは多くの方々の力強い支援やボラ

ンティアのスタッフによって実行されましたが、それはあくまでも支援体制であり、主体は今回記

録を送ってくださった皆様方です。いつ起こるか分からない災害に対して常に緊張感を持って暮

らすことは難しいのですが、これを機にご自分の周りを見直して頂き、今後も皆様方が折りにつ

け防災への意識を持って、いざという時にご自分自身で行動されることをスタッフー同願っており

ます。

最後にご支援いただいた各種団体や会社の皆様と、 貴重な時間を割いてくれたスタッフに感

謝します。

第五回大阪防災Sウオーク事務局 回丸哲朗

● 編集後記 ●

3月末にと申し上げていた記録集、やっと完成しました。3ヶ月遅くなって誠に申し訳ありませんでした。

今回の記録集は、 参加者の数も少ないので、 いつもとは違って二段組から横書き一段とさせて頂きまし

た。また過去のサバイバルウオーク、大阪防災 Sウオークのデータも一覧にして記録として残せるものに

しました。是非とも過去のウオークを振り返って頂きたいです。

最後になりましたが、春から初夏にかけて編集場所のご提供、また色々ご協力頂いた大阪府立健康科

学センター様にお礼申し上げます。

記録集編集者を代表して 西野 稔

編集者それぞれからのひと言

•ROUTE2。 太陽に向かって歩き続けた？ロードムービーのように （園丸）

• 今回はちょっと顔を出しただけ、 口 だけの参加でした （叶）

• あれから 10 年。 「原点回帰」の年です （北島）

・心の中に防災意識 「ある」と「なし」とじゃ大違い

・足掛け八年もうろく（誰がやねん）拾。還暦になりました

・都会では、 短い距離でも課題満載Co-)) 喜んでどーすんねん

第五回大阪防災Sウオーク記録集

（田中）

（光川）

（倭）

編集：園丸 哲朗、北島文、田中 妙、西野稔、光川 寛、倭 明美 （叶 桂子）

協力：大阪府立健康科学センター
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